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大規模転換畑小麦連作地における雑草防除と後期追肥の効果

折坂 光臣・高橋 康利・小野 岡1志・及川 一也

(岩手県立農業試験場県南分場 )

Erect of weed Control and Nltrogen Top―dressing of Late Stage at Large Scale

Continuous Cropping of Vヽheat in RotatiOnal Paddy Field

M■tsuomi ORISAKA, Yasutoshi TA`饉 ,SH:,TSuyoshi ONO and Kazuya 01KAWA

(Kennan Branch, Iwate―ken Agricultural Experiment Station)

1緒

岩手県でもっとも大規模な転換畑小麦作を実施している

和賀町において,小麦生産阻害要因の解明と除去を目的に

現地実証試験を行った。

和賀町0/1壕詐の大部分は連作で,10α 当たり収量は200

″前後と低い。低収要因として多雪 ,低地力の他に連作に

伴う雑草の多発があげられる。発生雑草はヨモギ,ギンギ

シの強害雑草がめだち,雑草害だけではとんど収穫皆無の

圃場もでている。

そこで,雑草防除法として小麦休閑期のグリホサート処

理を加えた除草剤の体系処理を行い,また小麦の後期生育

の良化をねらって後期追肥,特に減数分裂期の窒素追肥を

実施し,両者の小麦に対する増収効果を検討した。

2試 験 方 法

(1)供試品種 : キタカミコムギ
(" 試験場所 : 和賀町岩崎 (連作 4年目圃場 )

(3)試験区の構成 :

“

)試験条件 :

1)雑草防除法
体系防除―グリホサート (昭58826 100"/α )
IPC(昭 581019・ 20罰′/ク )

アイオキシニル (昭 59417 16″ /α )

慣 行 ―― IPC(昭 5810 19・ 20″ /″ )
2)減数分裂期窒素追llE

昭59521 窒素成分 02″ /α

“

)耕種概要 :

1)播種期  昭58926
2)播種法 播種量  ドリル播き,7″ /10α
3)刺 巴量 (成分 ″ /α )
基肥 N048,P205162,K201‐ 2
融雪後 (昭 59411) N034,K20034

0)試験規模 : 1区  75″  1区制

3 試験結果及び考察

(1)雑草調査

表 1に グリホサート処理前と処理後 2週間目の雑草発生

量を示した。供試圃場はヨモギ・クローバーの多発園場で ,

両者で,0%の乾重比率を占めていた。 8月 26日 にブームス

プレヤーを用いグリホサートを散布した。処理後 ,体系防

除区ではヨモギの大部分が枯死し,残ったものも下葉が枯

れていた。クローバーも葉は枯れ茎だけ残っている状態で

あった。一方,無散布区 (慣行区)は散布前と同様にヨモ

ギ,ク ローバーがかなりみられ,前者については乾重も増

表 1 グリホサート処理前後の雑草発生量
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表2 成熟期の雑草発生量

加していた。

小麦播種後にIPC,融雪後にアイオ■シエルを散布 し
たが,供試圃場での効果は明りょうではなかった。

表 2に成熟期の雑草発生量を示した。慣行区はヨモギ・

ギシギシ・クローバーが主に発生しており,ヨ モギはイヽ麦

の条間にぎっしりと繁茂していた。また実生発生のコモギ

も多かった。体系防除区には株発生のヨモギ ギシギシは
全くみられなかった。減数分裂期 (以後減分期という)追

肥を施用した 1区では実生発生のヨモギ ギシギンがみら
れ,雑草量も追肥をしない 2区より多かった。体系防除区

は広葉雑草が慣行区より多かったが,全体の雑草量はグリ

ホサートの効果により激減 した。

●)小麦の生育 収量
表 3に小麦の生育調査の結果を示した。各区とも出穂期 ,

(6月 28日 )

成熟期は同一で,追肥による熟期の遅れはみられなかった。

穂数は,雪腐病と越冬後の低温により低いレベルであった

が,減分期追肥により5～ 11%増加した。病害の程度は各

区とも同一で,倒伏は全くみられなかった。

表 4に収量 ‐分解調査の結果を示した。減分期追肥によ

り千粒重,粒数,穂数力:増加し,収量は20～23%増加した。

また,雑草の体系防除 (主にグリホサートの効果)により

千粒重,粒数が増加し増収した。その結果,体系防除と減

分期追肥をした 1区は最高収量を示し,4区に比べ48%の
増収を示した。また品質も′重,千粒重の増加により体系

防除区,減分期追肥区ともそれぞれ対照区に比べ上回った。

表 5に出穂期のN含有率を示したが,減分期追肥により葉

身N濃度が高まっており,このことが葉の光合成活性の増

大をもたらし,登熟向上につながったものと推察された。

表 3 生育調査
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表 4 収量 分解調査

表5 出穂期の窒素含有率 (%)

葉 身 茎

4摘 要

小麦休閑期のグリホサート処理によリヨモギ等の宿根性

雑草はほぼ完全に防除できた。また減分期追肥により千粒

重,粒数,穂数が増加した。両者の効果により小麦の収量

は48%増加し,品質も向上した。
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